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午王山遺跡の概要
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午王山遺跡の沿革

数万年前　　　　　　　　　武蔵野台地が、湧水や河川により切り離され午王山が独立丘となる。

約１万２千年～２万年前　　午王山に人が暮らしはじめる。ローム層の中から礫群、石器集中などの旧石器時代の遺構

　　　　　　　　　　　　　が検出される。

約 7千年前　　　　　　　　縄文時代早期末葉、炉穴が作られる。

約５千年前　　　　　　　　縄文時代中期中葉、阿玉台式土器が出土する。

紀元前１世紀ごろ　　　　　弥生時代中期後半、宮ノ台式期の集落が出現する。

１世紀ごろ　　　　　　　　弥生時代後期前葉の集落（岩鼻式と久ヶ原式の共伴）が出現する。

２世紀ごろ　　　　　　　　弥生時代後期中葉の集落（下戸塚式）が出現する。この頃環濠が掘削される。

　　　　　　　　　　　　　弥生時代後期中葉の後半には、環濠が埋められ、その上に住居が建てられる。

７世紀ごろ　　　　　　　　古墳時代後期の集落が出現する。

天平宝字２年（758）　　  　新羅からの帰化人を集め新羅郡が置かれる。『続日本紀』（朝霞地区四市一帯）

８～９世紀　　　　　　　　奈良・平安時代の集落が出現する。

14・15世紀　　　　　　　 中世の板碑群が東側の緩斜面に造立される。

江戸時代　　　　　　　　   「新編武蔵風土記稿」の新倉村の項に牛房山を新羅王居跡とする伝説が記載される。

1966 年　　　　　　　　　谷井彪「大和町新倉牛王山出土の弥生式土器」『埼玉考古』第 4号にて午王山遺跡の土器が

　　　　　　　　　　　　   報告される。

1968 年　　　　　　　　　谷井彪・高山清司「大和町の遺跡と出土遺物（弥生時代・古墳時代）」『埼玉考古』第 6号に

　　　　　　　　　　　　   て午王山遺跡の土器が報告される。

1971・1972年　　　　　　 埼玉県で行われた、県内の遺跡台帳整備に伴う埋蔵文化財包蔵地の分布調査により、1972（昭

　　　　　　　　　　　　　和 47）年 8月 24日に現地踏査が行われ、埋蔵文化財包蔵地台帳に登録され、法的な周知　

　　　　　　　　　　　　　の埋蔵文化財包蔵地となる。

1978 ～ 1979 年　　　　 　第１次調査、方形周溝墓のほか板碑群検出

1981 年　　　　　　　　 　第２次調査、１号溝（現Ａ溝）、２号溝（現Ａ溝）、６号溝（現Ｂ溝）、５号溝（現Ｃ溝）が、

　　　　　　　　　　　　　環濠として認識された。この調査で、岩鼻式土器出土の住居跡と、ハケ刺突文が施される

　　　　　　　　　　　　　下戸塚式土器の住居跡があることが判明した。

発掘調査経歴、図２午王山遺跡調査一覧　参照

2010（平成 22）年 11月　　　　午王山遺跡地内の 306㎡の土地を公有地化

2011（平成 23）年４月　　　　　前年度公有地化した 306㎡の土地を対象として第 15次調査を実施　　

2013（平成 25）年４月　　　　　第 15次調査地点（306㎡）ガ和光市指定文化財（史跡）に指定となる。

2017（平成 29）年３月 31日　　 「午王山遺跡発掘調査出土の弥生時代遺物」が和光市指定文化財（考古資料）に指定

                                                        となる。

2018（平成 30）年２月 27日　　市指定 107 点を含む、121 点が埼玉県指定文化財（考古資料）に指定となる。

2019（平成 31）年１月　　　　   午王山遺跡の本質的価値を明らかにし、今後の保存と活用の基礎資料とするため、午

　　　　　　　　　　　　　　　   王山遺跡総括報告書策定委員会を設置する。

2019（令和元）年６月　　　　　 『午王山遺跡総括報告書』を刊行。総括報告書の刊行と同じくして、文部科学大臣あ

　　　　　　　　　　　　　　　  ての国指定史跡の意見具申の準備を進める。午王山遺跡の地権者、関係者へ、午王山

　　　　　　　　　　　　　　　  遺跡の国指定史跡についての説明会を開催、

　　　　　　　　　　　　　　　  午王山遺跡についての理解を深めるとともに史跡指定に対する同意を進める。

2019（令和元）年 7月 26日　　 午王山遺跡の史跡指定にについて文部科学大臣宛に意見具申書を提出する。
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2020（令和２）年３月 10日　 　　　　午王山遺跡が国史跡に指定される。

2020（令和２）年８月　　　　   　　　史跡を適切な保存活用を行うため、『史跡午王山遺跡保存活用計画』策定の策定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 委員会を設置し、検討会議を行う。

2021（令和３）年３月 26日　　　　　国史跡追加指定

2022（令和 4）年３月 18日　　 　　　『史跡午王山遺跡保存活用計画』完成。

2022（令和４）年 11月 10日　  　　　国史跡追加指定

2022（令和４）年７～９月　　　　　   保存目的の第 16次調査を行う。

2023（令和５）年 10月５～ 29日　　 「国史跡指定記念　午王山遺跡展」開催
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図２　午王山遺跡調査一覧


